
 

平成27年２月20日 

各 位 

会 社 名 株式会社京王ズホールディングス 

代 表 者 名 代表取締役社長 長野 成晃  

 （コード：3731 東証マザーズ） 

問い合せ先 人 事 法 務 部  法 務 広 報 課 

 （ T E L： 0 2 2 - 7 2 2 - 0 3 3 3）  

 

（訂正）「平成 27 年３月期 第４四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正に関す

るお知らせ 

 

当社は、本日付「有価証券報告書等およびその訂正報告書等にかかる訂正ならびに訂正

過年度決算短信等の再訂正等に関するお知らせ」においてお知らせいたしましたとおり、

平成 27 年１月 16 日に公表済みの訂正決算短信および訂正四半期決算短信等の記載内容に

訂正すべき事項がございましたので、下記のとおり決算短信等の訂正を行うことをお知ら

せいたします。 

なお、最初に訂正箇所の主な内容を記載したうえで、訂正後の全文を添付して該当箇所

下線を付して表示するとともに、参考として訂正前の全文を添付しております。 

今般、不適切な会計処理を未然に防止できず、株主様、投資家様及び関係者の皆様には、

多大なるご迷惑とご心配をおかけいたしますことを深くお詫び申し上げます。 

記 

１．訂正を行う決算短信等 

  決算短信等の名称  平成 27 年３月期第４四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

  決算短信等の公表日 平成 27 年１月 15 日 

 

２．訂正の主な内容等 

 訂正前 訂正後 影響額 

平成 27 年３月期 

(第 22 期)第４四半期 

 

売上高 14,306 14,306 ― 

営業利益 74 91 17 

経常利益 55 72 17 

当期純利益 △328 △328 ― 

総資産 4,040 4,040 ― 

純資産 1,943 1,943 ― 

     以上 

 



  

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

  

（注）当社の事業年度は、毎年11月１日から10月31日までの１年間としておりましたが、平成26年７月29日に開催さ

れました臨時株主総会の決議により、毎年４月１日から３月31日までの１年間に変更となりました。 
  

  

  

  

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
  

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 

   当社の事業年度は、毎年11月１日から10月31日までの１年間としておりましたが、平成26年７月29日に開催さ

れました臨時株主総会の決議により、毎年４月１日から３月31日までの１年間に変更となりました。この決算

期変更の経過期間となる平成27年３月期は、平成25年11月１日から平成27年３月31日までの17ヶ月決算となり

ます。 

    

 

 

平成27年３月期 第４四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成27年１月15日

 

上 場 会 社 名 株式会社 京王ズホールディングス 上場取引所  東
 

コ ー ド 番 号 3731 URL http://www.keiozu.co.jp/ 
 

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)長野 成晃   
問合せ先責任者 (役職名)管理本部長 (氏名)濱島 永憲 (TEL)022(722)0333 
 

四半期報告書提出予定日 平成27年１月15日 配当支払開始予定日 ― 
 

(百万円未満切捨て)
 

１．平成27年３月期第４四半期の連結業績（平成25年11月1日～平成26年10月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第４四半期 14,306 △5.3 91 △75.5 72 △79.0 △328 ― 
25年10月期 15,112 8.3 373 △18.6 347 △10.3 42 △78.9 

 

(注) 包括利益 27年３月期第４四半期 △93百万円( ― )   25年10月期 53百万円(△67.7％)
 

  
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 
  円 銭 円 銭 

27年３月期第４四半期 △59 71 ―   
25年10月期 7 66 ―   

 

（２）連結財政状態   
 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第４四半期 4,040 1,943 47.7 398 15 
25年10月期 5,041 2,309 45.8 419 89 

 

(参考) 自己資本 27年３月期第４四半期 1,943百万円  25年10月期 2,307百万円
 

２．配当の状況

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 第４四半期末 第５四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

25年10月期 ―   0 00 ―   ―   ―   5 00 5 00 

27年３月期 ―   0 00 ―   ―               

27年３月期(予想)                 ―   5 00 5 00 
 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成25年11月1日～平成27年3月31日）
  (％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 19,000 18.8 240 △31.4 230 △23.3 △285 ― △51 85 
 



  

(注) 当社は、平成25年５月１日付で普通株式１株を100株とする株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に
当該株式分割が行われたと仮定して発行済株式数（普通株式）を記載しております。 

  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は実施中です。 

  
  

（業績予想の適切な利用に関する説明） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありま

せん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる

条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想に関

する定性的情報」をご覧ください。 

  
（決算期の変更について） 

当社は、事業年度を毎年11月１日から10月31日までの１年間としておりましたが、平成26年７月29日

に開催されました臨時株主総会の決議により、毎年４月１日から３月31日までの１年間に変更となりま

した。この決算期変更の経過期間となる平成27年３月期は、平成25年11月１日から平成27年３月31日ま

での17ヶ月決算となります。 

  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無 

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

  新規 ― 社 (社名)          、除外 ― 社 (社名) 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 
 

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期４Ｑ 5,614,600株 25年10月期 5,614,600株 

② 期末自己株式数 27年３月期４Ｑ 118,500株 25年10月期 118,500株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期４Ｑ 5,496,100株 25年10月期３Ｑ 5,496,100株 
 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第４四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による各種経済対策や金融政策の効果により、

景気回復への期待感が高まったものの、４月に実施された消費税率引き上げに向けた駆け込み需要とその

反動減が影響したことから依然として景気の見通しは不透明な状況が続きました。 

そのような状況のなか、当第４四半期連結累計期間における当社グループの売上高は14,306百万円（前

年同期比5.3％減）、営業利益は74百万円（前年同期比75.5％減）、経常利益は72百万円（前年同期比

79.0％減）、四半期純損失は328百万円（前年同期は42百万円の純利益）となっております。これは、営

業利益、経常利益につきましては、積極的な新卒採用を継続して行っていることにより、販売費及び一般

管理費が増加したものであること、及び、当社グループにおける主力事業である移動体通信事業におきま

して、総販売台数については前年同月対比において堅調に推移しているものの、平均粗利単価が低下した

ことが利益減の主な要因となります。また、繰延税金資産の取崩、前役員の不適切取引事件についての損

失引当金93百万円により、当四半期純利益は大きく減少しております。 

この不正関連損失引当金については、平成27年１月15日に開示しました、平成27年３月期第４四半期四半

期報告書の「（重要な後発事象）」の中で説明をしておりますので、そちらをご参照ください。 

なお、セグメント別の業績は以下のとおりであります。 

① 移動体通信事業 

移動体通信事業におきましては、積極的な従業員の採用と教育に注力したことと、効率的な店舗運営

を実現すべく、親会社のグループ会社を含む数社への一部店舗の譲渡および一部店舗の閉鎖を実施した

結果、売上高は13,570百万円（前年同期比5.0％減）、営業利益は169百万円（前年同期比50.6％減）と

なっております。今後も新卒採用を軸に積極的な雇用拡大を行う予定です。 

  

② テレマーケティング事業 

テレマーケティング事業におきましては、安定的な収益の確保を図るとともに、今後の事業拡大を見

据えた積極的な若手の抜擢と人員の育成に注力した結果、売上高は497百万円（前年同期比19.5％

減）、営業利益は126百万円（前年同期比45.6％減）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（連結経営成績サマリー）   （百万円未満切捨て） 

  平成25年10月期 
平成27年３月期 

第４四半期 
増減額 増減率 

売上高 15,112百万円 14,306百万円 △806百万円 △5.3％  

営業利益 373百万円 74百万円 △299百万円 △75.5％ 

経常利益 347百万円 55百万円 △292百万円 △79.0％ 

四半期純利益 42百万円 △328百万円 △370百万円 ― 

１株当たり四半期純利益 7.66円 △59.71円 △67.37円 ― 
 

・売上高 13,570百万円 （前年同期比5.0％減） 

・営業利益 169百万円 （前年同期比50.6％減） 
 

・売上高 497百万円 （前年同期比19.5％減） 

・営業利益 126百万円 （前年同期比45.6％減） 
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③ 不動産事業 

不動産事業におきましては、東日本大震災による影響から、前期までは賃貸不動産の賃料減額を実施

しておりましたが、今期から通常価格で賃貸契約を実施したこと、および、前期中に締結した顧客との

賃貸契約が継続しており、売上高は17百万円（前年同期比9.0％増）、営業利益７百万円（前年同期比

564.5％増）となっております。 

  

④ その他 

東日本大震災の影響もあり、通信回線サービス事業につきましては営業を縮小しておりますが、医

療・介護事業において介護予防通所介護施設を運営しており、売上高は221百万円（前年同期比16.3％

増）、営業損失18百万円（前年同期は53百万円の営業損失）となっております。 

  

  
  

当第４四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計年度末と比較して、流動資産は６百

万円増加して2,297百万円、固定資産は1,000百万円減少して1,743百万円となりました。これは主に土

地の売却によるものであります。その結果、総資産は1,001百万円減少して4,040百万円となりました。 

負債の状況は、流動負債は463百万円減少して1,975百万円、固定負債は171百万円減少して121百万円

となりました。これは主に移動体通信店舗事業に関する買掛金の減少206百万円、社債の減少285百万円

によるものであります。その結果、負債総額は635百万円減少して2,097百万円となりました。 

純資産の状況は、366百万円減少して1,943百万円となりました。これは主に当四半期純損失の計上に

よるものであります。 

  

連結業績予想につきましては、平成26年11月14日に公表いたしました平成27年３月通期連結業績予想

の数値を据え置いております。 

・売上高 17百万円 （前年同期比11.6％増） 

・営業利益 ７百万円 （前年同期比652.6％増） 
 

・売上高 221百万円 （前年同期比16.3％増） 

・営業損失 △19百万円 （前年同期比 ― ） 
 

（２）財政状態に関する説明

  （百万円未満切捨て） 

  平成25年10月期末 
(平成25年10月31日) 

平成27年３月期 
第４四半期末 

(平成26年10月31日) 

増減額 

資産合計 5,041百万円 4,040百万円 △1,001百万円 

負債合計 2,732百万円 2,097百万円 △635百万円 

純資産合計 2,309百万円 1,943百万円 △366百万円 

自己資本比率 45.8％ 48.0％ 2.2％ 

１株当たり純資産 450.73円 353.58円 △97.15円 
 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

        前連結会計年度 
(平成25年10月31日) 

当第４四半期連結会計期間 
(平成26年10月31日) 

資産の部     
  流動資産     
    現金及び預金 341,711 474,102
    売掛金 1,393,404 1,406,119
    商品 257,367 238,718
    その他 300,718 192,850

    貸倒引当金 △2,511 △14,457

    流動資産合計 2,290,690 2,297,332

  固定資産     
    有形固定資産     
      土地 617,803 101,455

      その他（純額） 210,799 88,681

      有形固定資産合計 828,603 190,136

    無形固定資産     
      のれん 1,490,858 1,334,934

      その他 11,370 1,740

      無形固定資産合計 1,502,228 1,336,674

    投資その他の資産     
      株主及び株主保有会社に対する金銭債権 637,573 631,335
      その他 414,273 221,623

      貸倒引当金 △638,534 △636,397

      投資その他の資産合計 413,311 216,561

    固定資産合計 2,744,143 1,743,373

  繰延資産     

    社債発行費 6,979 －

    繰延資産合計 6,979 －

  資産合計 5,041,813 4,040,705

負債の部     
  流動負債     
    買掛金 1,282,252 1,076,011
    短期借入金 113,200 80,000
    1年内返済予定の長期借入金 548,749 58,536
    1年内償還予定の社債 90,000 －
    未払法人税等 44,498 54,451
    不正関連損失引当金 － 93,830
    賞与引当金 56,059 66,401

    その他 304,639 546,638

    流動負債合計 2,439,399 1,975,869

  固定負債     
    社債 195,000 －
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(単位：千円)

      前連結会計年度 
(平成25年10月31日) 

当第４四半期連結会計期間 
(平成26年10月31日) 

    長期借入金 69,976 112,195

    その他 28,127 9,420

    固定負債合計 293,103 121,615

  負債合計 2,732,503 2,097,485

純資産の部     
  株主資本     
    資本金 1,199,086 1,199,086
    資本剰余金 822,760 822,760
    利益剰余金 284,822 △70,875

    自己株式 △9,798 △9,837

    株主資本合計 2,296,870 1,941,133

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 10,890 －

    その他の包括利益累計額合計 10,890 －

  新株予約権 － －

  少数株主持分 1,549 2,087

  純資産合計 2,309,310 1,943,220

負債純資産合計 5,041,813 4,040,705
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書
第４四半期連結累計期間

(単位：千円)

    
当第４四半期連結累計期間 

(自 平成25年11月１日 
 至 平成26年10月31日) 

売上高 14,306,848

売上原価 11,872,439

売上総利益 2,434,409

販売費及び一般管理費 2,343,069

営業利益 91,339

営業外収益   
  受取利息 491
  有価証券売却益 24,566

  その他 23,171

  営業外収益合計 48,230

営業外費用   
  支払利息 7,695
  休止固定資産関係費用 15,772
  貸倒引当金繰入額 14,457

  その他 28,795

  営業外費用合計 66,720

経常利益 72,849

特別利益   
  固定資産売却益 103,058
  受取補償金 17,317

  関係会社株式売却益 －

  特別利益合計 120,376

特別損失   
  固定資産除却損 13,078
  不正関連損失引当金繰入 93,830
  減損損失 51,429
  不明支出金損失 29,767

  その他 54,418

  特別損失合計 242,524

税金等調整前四半期純損失（△） △49,298

法人税、住民税及び事業税 70,321

法人税等調整額 208,058

法人税等合計 278,380

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △327,679

少数株主利益 538

四半期純損失（△） △328,217
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四半期連結包括利益計算書

第４四半期連結累計期間
(単位：千円)

    
当第４四半期連結累計期間 

(自 平成25年11月１日 
 至 平成26年10月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △327,679

その他の包括利益   

  その他有価証券評価差額金 △10,890

  その他の包括利益合計 △10,890

四半期包括利益 △338,569

（内訳）   
  親会社株主に係る四半期包括利益 △338,031
  少数株主に係る四半期包括利益 △538
      
 

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

    
当第４四半期連結累計期間 

(自 平成25年11月１日 
 至 平成26年10月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
  税金等調整前四半期純損失（△） △49,298
  減価償却費 50,592
  のれん償却額 115,883
  貸倒引当金の増減額（△は減少） 10,985
  受取利息及び受取配当金 △491
  支払利息 7,695
  固定資産除却損 13,078
  受取補償金 △17,317
  新株予約権戻入益 0
  不明支出金損失 29,767
  売上債権の増減額（△は増加） △12,715
  たな卸資産の増減額（△は増加） 18,735
  仕入債務の増減額（△は減少） △206,241

  その他 235,057

  小計 195,732

  利息及び配当金の受取額 192
  利息の支払額 △7,082
  法人税等の支払額 △46,502
  法人税等の還付額 0
  補償金の受取額 17,317

  不明支出金損失額 △29,767

  営業活動によるキャッシュ・フロー 129,890

投資活動によるキャッシュ・フロー   
  定期預金の払戻による収入 10,000
  有形固定資産の取得による支出 △21,185
  有形固定資産の売却による収入 687,630
  無形固定資産の取得による支出 0
  投資有価証券の取得による支出 △2,997
  投資有価証券の売却による収入 112,183
  敷金及び保証金の差入による支出 △40,312
  敷金及び保証金の回収による収入 54,909
  役員に対する金銭債権の減少に伴う収入 4,166
  株主に対する金銭債権の増加に伴う支出 0
  株主に対する金銭債権の減少に伴う収入 0

  株主保有会社に対する金銭債権の増加に伴う支
出 

△316

  株主保有会社に対する金銭債権の減少に伴う収
入 

211
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貸付けによる支出 0

  貸付金の回収による収入 2,323

  投資活動によるキャッシュ・フロー 806,614
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(単位：千円)

    
当第４四半期連結累計期間 

(自 平成25年11月１日 
 至 平成26年10月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   
  短期借入れによる収入 340,000
  短期借入金の返済による支出 △373,200
  長期借入れによる収入 200,000
  長期借入金の返済による支出 △647,994
  長期未払金の返済による支出 △3,866
  社債の償還による支出 △285,000
  配当金の支払額 △27,300

  自己株式の取得による支出 △39

  財務活動によるキャッシュ・フロー △797,400

現金及び現金同等物に係る換算差額 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 139,104

現金及び現金同等物の期首残高 322,997

現金及び現金同等物の四半期末残高 462,102
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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１．前第４四半期連結累計期間（自 平成24年11月１日 至 平成25年10月31日） 

（千円）

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業等を

含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△225,746千円には、各報告セグメントに配分していない

全社費用△225,673千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．当第４四半期連結累計期間（自 平成25年11月１日 至 平成26年10月31日） 

（千円）

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業等を

含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△191,937千円には、各報告セグメントに配分していない

全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（セグメント情報等）

  

報告セグメント 
その他 
(注１) 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)３ 

移動体通信
事業 

テレマーケ
ティング 

事業 

不動産 
事業 

計 

売上高                 

外部顧客へ
の売上高 

14,288,085 618,648 15,734 14,922,468 189,996 15,112,464 ― 15,112,464 

セグメント
間の内部売
上高 

― ― ― ― 73 73 △73 ― 

計 14,288,085 618,648 15,734 14,922,468 190,069 15,112,538 △73 15,112,464 

セグメント利
益 又 は 損 失
(△) 

342,263 232,330 1,107 575,701 △53,528 522,173 △225,746 296,426 

 

  

報告セグメント 
その他 
(注１) 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)３ 

移動体通信
事業 

テレマーケ
ティング 

事業 

不動産 
事業 

計 

売上高                 

外部顧客へ
の売上高 

13,570,913 497,717 17,160 14,085,791 221,057 14,306,848 ― 14,306,848 

セグメント
間の内部売
上高 

― ― ― ― ― ― ― ― 

計 13,570,913 497,717 17,160 14,085,791 221,057 14,306,848 ― 14,306,848 

セグメント利
益 又 は 損 失
(△) 

169,042 126,314 7,360 302,718 △19,440 283,277 △191,937 91,339 
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（参考）



（参考）



（参考）



（参考）



（参考）



（参考）



（参考）



（参考）



（参考）



（参考）



（参考）



（参考）



（参考）



（参考）




